
　

平
成
21
年
か
ら
24
年
ま
で
の
４
年

間
、
幸
田
町
、
長
崎
県
島
原
市
、
東
京

都
な
ど
、
各
地
に
残
る
深
溝
松
平
文
化

財
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
「
瑞

雲
山
本
光
寺
文
化
財
調
査
総
合
報
告
」

「
松

ま
つ
だ
い
ら平

忠た
だ
お雄

墓
所
発
掘
調
査
報
告
」
で

す
。
文
化
財
の
専
門
家
に
よ
る
調
査
成

果
の
報
告
に
よ
り
、
幸
田
の
歴
史
に
厚

み
が
増
し
ま
し
た
。

   

深
溝
松
平
文
化
財
の
調
査
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復元された
ヨーロッパ
製祝婚杯
青色ガラス杯

▲

▲調査の様子▲

　

幸
田
町
史
跡　

深
溝
松
平
家
墓
所
は
、
平
成
26
年
３
月
18
日
、
国
史
跡　

島
原
藩
主
深
溝
松
平
家

墓
所
と
し
て
、
日
本
国
と
し
て
護
る
べ
き
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
幸
田
町
で
は
初
め
て
の
国
指
定

史
跡
で
あ
り
、愛
知
県
で
も
江
戸
時
代
の
大
名
家
墓
所
と
し
て
は
初
め
て
の
指
定
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

指
定
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
ト
ピ
ッ
ク
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
史
跡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
今
回
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

『
島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
墓

所-

深
溝
松
平
家
と
瑞
雲
山
本
光
寺-

』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
墓
所



　

平
成
21
年
12
月
に
は
文
化
振
興

展
「
深
溝
本
光
寺
は
墳
墓
の
地
な

り
」
、
平
成
23
年
11
月
に
は
文
化

振
興
展
「
菩
提
寺
と
廟
守
」
を
開

催
し
、
文
化
財
調
査
の
中
間
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
平
成
25
年

３
月
に
は
文
化
庁
主
任
調
査
官

佐さ
と
う藤

正ま
さ
と
も知

氏
に
よ
る
講
演
、
平
成

26
年
３
月
15
日
に
は
愛
知
教
育
大

学
の
新

し
ん
ぎ
ょ
う
の
り
か
ず

行
紀
一
名
誉
教
授
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
愛
知
教
育
大
学
の
新
行
紀
一
名
誉

教
授
に
よ
る
講
演
会
で
は
、
98
人
に

お
よ
ぶ
町
内
外
の
歴
史
フ
ァ
ン
が
、

島
原
藩
２
代
藩
主
松ま

つ
だ
い
ら平

忠た
だ
お雄

の
側

室
「
春
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
興
味

深
く
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
本
光
寺
・
島
原
藩
主
深
溝
松
平

家
墓
所
に
お
い
て
「
女
性
」
に
関
す

　

島
原
市
は
深
溝

松
平
家
が
江
戸
時

代
藩
主
と
し
て
赴

任
し
て
い
た
土
地

に
な
り
ま
す
。
そ

の
縁
か
ら
、
平
成

25
年
９
月
に
は
島

原
市
古
川
市
長
が

る
史
跡
の
現
地
説

明
、「
１
５
９
９
」

と
描
か
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製
祝
婚
杯

青
色
ガ
ラ
ス
杯
の

復
元
製
作
品
の
お

披
露
目
を
行
い
ま

し
た
。

深
溝
松
平
家
の
ル
ー
ツ
の
調
査
の
た

め
幸
田
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
平

成
26
年
３
月
18
日
に
、
幸
田
町
教
育

委
員
会
の
小お

の野
伸の

ぶ
ゆ
き之
教
育
長
が
島
原

市
を
訪
問
し
、
島
原
市
古
川
市
長
、

宮
原
教
育
長
と
固
く
握
手
を
交
わ

し
、
今
後
の
歴
史
・
文
化
交
流
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
成
果
の
報
告
事
業

深
溝
松
平
家
文
化
財

調
査 

記
念
講
演
会

長
崎
県
島
原
市
と
の

歴
史
・
文
化
交
流

深溝松平家20代当主　松
まつだいらたださだ

平忠貞氏との会談
　平成25年11月25日に松平忠貞氏（故人）へ
国史跡指定の答申の報告をしたところ、非常
に喜ばれ、幸田町の教育に活用してほしいと
語られていました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

問合せ　生涯学習課生涯学習Ｇ（内線195）
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